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議
会
一
般
質
問
体
験
を
通
し
て

本
町
の
未
来
を
考
え
る

　

２
月
25
日
（
火
）
町
議
会
棟
議
場

で
、
第
10
回
子
ど
も
議
会
が
開
催
さ

れ
、
甲
佐
中
学
校
と
甲
佐
高
校
の
生

徒
が
議
会
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。

　

同
議
会
は
、
次
代
を
担
う
中
高
生

に
議
会
体
験
を
通
し
て
本
町
の
課
題

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
町
が
実
施
。
甲

佐
中
学
校
（
服
部
起
明
校
長
２
３
８

人
）
の
生
徒
８
人
と
甲
佐
高
校
（
本

山
幸
広
校
長
80
人
）
の
生
徒
８
人
が

子
ど
も
議
員
と
し
て
町
執
行
部
に
対

し
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
生
徒
か
ら
選
出
さ
れ
た
寺
本

拓
生
さ
ん
（
甲
佐
高
２
年
・
美
里

町
）
が
議
長
を
、
北
こ
こ
ろ
さ
ん

（
甲
佐
中
２
年
・
和
田
内
区
）
が
副

議
長
を
そ
れ
ぞ
れ
務
め
、
前
後
半
で

役
割
を
交
代
し
な
が
ら
議
事
を
進
行
。

　

傍
聴
席
で
町
議
会
議
員
や
同
級
生
、

教
員
ら
が
見
守
る
中
、
子
ど
も
の
視

点
で
考
え
る
本
町
の
現
状
課
題
や
、

地
域
の
将
来
像
に
つ
い
て
の
意
見
提

案
が
町
執
行
部
に
出
さ
れ
、
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
は
「
人
口
減
少
で
保
育
園
や

学
校
が
統
廃
合
さ
れ
る
の
か
」「
町

が
作
成
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
各

家
庭
に
広
げ
る
た
め
に
中
学
生
で
も

で
き
る
こ
と
は
あ
る
か
」「
若
者
の

投
票
率
を
上
げ
る
た
め
ど
の
よ
う
な

施
策
を
お
こ
な
っ
て
い
る
か
」「
総

合
運
動
公
園
で
の
合
宿
な
ど
で
利
用

で
き
る
宿
泊
施
設
を
整
備
し
て
は
」

と
い
っ
た
質
問
や
提
案
を
伝
え
、
奥

名
町
長
ら
執
行
部
が
分
か
り
や
す
く

答
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

議
会
を
終
え
て
、
坂
本
す
み
れ
さ

ん
（
同
中
２
年
・
古
閑
区
）
は
「
質

疑
を
通
し
て
甲
佐
町
を
深
く
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
で
き
る
こ
と
か

ら
取
り
組
み
、
甲
佐
町
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

中
高
生
の
視
点
で
問
う
本
町
の
ま
ち
づ
く
り

第
10
回
子
ど
も
議
会
で
甲
佐
中
・
甲
佐
高
生
徒
が
一
般
質
問

▲傍聴席から質疑を見守る現職の町議会議員ら
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３
月
15
日
（
日
）
に
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
し
た
「
緑
川
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受

け
、
来
場
者
の
皆
様
の
安
全
と
感

染
拡
大
防
止
を
最
優
先
に
考
え
、

や
む
な
く
開
催
中
止
を
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　

ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
ク
や
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
、
サ
ッ
カ
ー
教
室
に

す
で
に
お
申
込
み
を
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
、
参
加
を
楽
し
み
に
さ

れ
て
い
た
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
中
止
と
な
り
、
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。
参
加
費
の
返
金

な
ど
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、

改
め
て
個
別
に
ご
連
絡
い
た
し
ま

す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
参
加
費
の
返
金
に
関
す
る
お
問

　
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
教
育
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７

　
　
（
内
線
３
２
５
）

■ 

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
お
け
る

感
染
拡
大
の
防
止
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
は
「
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
に
関
す
る
国
民
の
皆
様
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」（
２
月
20
日
）
に

お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

今
が
重
要
な
時
期
で
あ
り
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
主
催
者
へ
会
場
の
状

況
な
ど
を
踏
ま
え
、
開
催
の
必
要

性
を
改
め
て
検
討
す
る
よ
う
促
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、

感
染
機
会
を
減
ら
す
た
め
の
工
夫

と
し
て
、
参
加
者
へ
の
手
洗
い
の

推
奨
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
薬
の
設

置
な
ど
の
対
策
を
行
う
よ
う
協
力

を
求
め
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
患
者
の
発
生
を
受
け
て
、
県

で
は
「
県
民
の
皆
様
へ
の
お
願
い
」

（
２
月
22
日
）
を
発
表
し
、
１
人
１

人
が
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹

底
な
ど
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

風
邪
の
症
状
が
続
く
場
合
や
強
い

だ
る
さ
、
息
苦
し
さ
が
あ
る
場
合
は
、

直
接
病
院
に
は
行
か
ず
、
各
保
健
所

の
「
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン

タ
ー
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
保
健
所

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

3/15（日）緑川スポーツフェスタを中止します

新型コロナウイルスの感染拡大防止を最優先

i お 知 ら せ
▼

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
対
策
と
し
て
手
洗
い
や
消
毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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２
月
６
日
（
木
）
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
「
新
春
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
さ
ん
を

招
い
て
、
町
教
育
委
員
会
が
開
催
。

　

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
さ
ん
は
代
表
曲
「
二
人

の
道
」
や
新
曲
「
繋
が
っ
て
く
」
な

ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
を
披
露
し
、

参
加
し
た
約
１
０
０
人
は
、
優
し
い

歌
声
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

来
場
し
た
60
代
女
性
は
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ａ
さ
ん
の
優
し
い
歌
声
で
幸
せ
な
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
」
と
嬉
し
そ
う

に
話
し
、
60
代
男
性
は
「
素
晴
ら
し

い
歌
声
で
し
た
。
素
敵
な
時
間
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

　２月３日（月）乙女小学校で令和２年度新
１年生の体験入学が開催されました。
　同小学校（川上輝美校長128人）が入学予
定児童の保護者への入学説明会に併せて実施
しており、約20人が参加。児童らは、けん
玉や手作りの魚釣り遊びなどを通して、現１
年生との交流を楽しみました。
　４月から先輩となる現１年生の児童らは、
入学予定児童に寄り添って遊びながら「かっ
こいい２年生になれるよう、勉強をがんばり
ます」と元気に感想を述べました。

オリンピック・パラリンピックを知ろう  
車いす陸上パラリンピアンの花岡伸和さんが講演

優しい歌声が会場を包む　
新春コンサートを開催

小学校へようこそ　　　
乙女小学校で新１年生が体験入学

▼パラリンピック出場までの体験談について語る花岡さん

▲乙女小１年生らと魚釣り遊びで交流する入学予定児童ら

▼

新
春
コ
ン
サ
ー
ト
で
歌
声
を
披
露
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
さ
ん

　

２
月
21
日
（
金
）
龍
野
小
学
校

で
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
」
講
演

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
講
演
会
は
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン

や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
講
演
や
競

技
体
験
な
ど
を
通
し
て
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
意

義
や
価
値
な
ど
に
対
す
る
理
解
・

関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

ス
ポ
ー
ツ
庁
の
委
託
に
よ
り
県
教

育
委
員
会
が
主
催
。

　

車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
で
２
度
の
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
花
岡

伸
和
さ
ん
が
「
シ
ア
ワ
セ
の
つ
く

り
か
た
」
と
い
う
演
題
で
講
演
し
、

参
加
し
た
町
内
の
小
学
５
・
６
年

生
１
８
６
人
が
花
岡

さ
ん
の
体
験
談
を
通

し
て
挑
戦
す
る
こ
と

の
大
切
さ
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
講
演

後
、
児
童
ら
は
車
い

す
陸
上
競
技
を
体
験

し
、
体
育
館
を
１
周

す
る
コ
ー
ス
で
競
争

し
ま
し
た
。

　

龍
野
小
６
年
の
岩

永
美
心
さ
ん
（
下
横

田
区
）
は
「
講
演
を

聞
い
て
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
車
い
す
陸

上
競
技
に
も
注
目
し

た
い
で
す
」
と
感
想

を
話
し
ま
し
た
。



Public Relations KOSA
March 20205

　２月７日（金）甲佐小学校および甲佐中学校で
ICT を活用した研究発表会が開催され、県内外の
小中学校教員など教育関係者を対象に公開授業が
行われました。
　県教育委員会が実施する、タブレット端末やデ
ジタル教材などの ICT を活用した授業を通して、
児童や生徒の学力および情報活用能力の向上を目
的とした「ICT を活用した『未来の学校』創造プ
ロジェクト」において、両校は令和元年度の研究
推進校に指定されています。
　甲佐小学校（永瀨善久校長206人）では、「主
体的に学び合う児童・生徒の育成を目指した学習
指導の充実～『主体的・対話的で深い学び』を促
す ICT の活用～」をテーマに、３年生の図工と５
年生の総合的な学習の時間の公開授業が行われま
した。児童らは、粘土で作った人や動物を動かし
ながらコマ撮りをしたり、プログラミングソフト
を用いて新１年生に甲佐小学校を紹介する作品を
製作したりして、電子黒板やタブレット端末を効
果的に活用した授業に取り組みました。

　２月８日（土）町生涯学習センターでギャ
ラリートーク「記念物100年と甲佐町」が開
催されました。
　同イベントは、文化財の保護制度が制定さ
れて100年になるのを記念して町教育委員会
が開催。本町の文化財保護に携わる同委員会
の上高原聡さんが、国指定天然記念物「麻生
原のキンモクセイ」などの身近な物を例に、
文化財や記念物について解説。記念物を次の
100年へ伝えていくために手厚い保護が必要
だと説明しました。

文化財について考える　
「記念物100年と甲佐町」ギャラリートーク

▲文化財や記念物について学ぶ参加者ら

ICTで児童の学力向上を　　
甲佐小・甲佐中で ICT 活用研究発表会を開催

▲タブレット端末を使って甲佐小学校を紹介する作品を製作する児童らと
電子黒板などの活用法を見学する教育関係者ら

　

２
月
９
日
（
日
）
第
46
回
郡
市
対

抗
熊
日
駅
伝
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

熊
本
陸
上
競
技
協
会
と
熊
本
日
日

新
聞
社
が
主
催
す
る
同
大
会
は
、
県

内
の
19
郡
市
が
出
場
。
天
草
市
役
所

前
を
午
前
９
時
に
出
発
し
、
熊
本
市

中
央
区
の
び
ぷ
れ
す
熊
日
会
館
前
を

目
指
す
14
区
間
１
０
３
・
3
㌔
で

レ
ー
ス
が
行
わ
れ
、
熊
本
市
が
５
時

間
23
分
17
秒
の
タ
イ
ム
で
６
連
覇
を

達
成
。
上
益
城
郡
は
、
５
時
間
35
分

42
秒
の
６
位
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
山
下
優
心
選
手

（
中
横
田
区
・
国
府
高
３
年
）
が
10

区
に
出
場
し
、
宇
城
市
不
知
火
町
か

ら
同
市
松
橋
町
ま
で
の
７
・
１
㌔
を

力
走
し
ま
し
た
。

山下優心選手（中横田区）が出場   
第46回郡市対抗熊日駅伝

▼

結
団
式
で
あ
い
さ
つ
す
る
山
下
さ
ん
（
中
央
）
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

町福祉課　TEL 096‒234‒1114( 内線 144)

■ 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
使
用

期
間
が
ま
も
な
く
終
了
し
ま
す

　

消
費
税
率
10
㌫
へ
の
引
上
げ
が
住
民

税
非
課
税
者
な
ど
の
消
費
に
与
え
る
影

響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お

け
る
消
費
を
下
支
え
す
る
た
め
、
町
で

は
、
住
民
税
非
課
税
者
お
よ
び
子
育
て

世
帯
主
に
対
し
て
、
お
得
に
買
い
物
が

で
き
る
「
甲
佐
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
」
を
発
行
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

甲
佐
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
ご

利
用
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
未
使

用
の
商
品
券
を
お
持
ち
の
人
は
、
期
限

内
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
使
用
期
限

　

３
月
31
日
（
火
）

※ 

期
限
を
過
ぎ
る
と
商
品
券
は
無
効
と

な
り
、
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
未
使
用
分
の

商
品
券
の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。
期

限
内
で
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
購
入

期
限
を
延
長
し
ま
し
た

　

町
で
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
商
品
券

を
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
２
月
28

日
と
し
て
い
た
販
売
期
限
を
延
長
し
ま

し
た
。
町
福
祉
課
で

月
31
日
ま
で
に

申
請
を
済
ま
さ
れ
た
人
に
送
付
し
て
い

る
「
購
入
引
換
券
」
を
お
持
ち
で
、
商

品
券
の
購
入
が
お
済
で
な
い
人
は
、
甲

佐
町
商
工
会
窓
口
へ
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

▼
販
売
期
限

３
月
30
日
（
月
）

▼
販
売
場
所

　

甲
佐
町
商
工
会
窓
口
（
町
農
業
研
修

セ
ン
タ
ー
「
ろ
く
じ
館
」
横
）

▼
準
備
し
て
い
た
だ
く
物

・
商
品
券
購
入
引
換
券

・
身
分
証
明
書

・
購
入
代
金

▼
販
売
価
格

　

１
セ
ッ
ト
４
，０
０
０
円
（
商
品
券

５
０
０
円
券
×
10
枚
）（
１
人
５
セ
ッ

ト
ま
で
購
入
可
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
甲
佐
町
商
工
会

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
２
７
２

・
町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
肺
炎

町総合保健福祉センター　TEL 096‒235‒8711

プレミアム付商品券のご使用は
３ 月 31 日（火） ま で に

商品券販売は３月30 日（月）まで延長します

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
肺
炎

に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
策
は
、
風
邪
や
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
同
様
に
お
１
人
お
１
人
の
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
や
手
洗
い
な
ど
の
実
施
が
と

て
も
重
要
で
す
。
多
く
の
方
が
集
ま
る

イ
ベ
ン
ト
や
行
事
な
ど
に
参
加
さ
れ
る

場
合
も
、
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ハ

ン
カ
チ
、
袖
を
使
っ
て
口
や
鼻
を
お
さ

え
る
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
や
、
石
け
ん

を
使
っ
た
手
洗
い
を
心
掛
け
る
な
ど
、

感
染
症
対
策
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
主
催
さ
れ

る
場
合
に
お
い
て
も
、
会
場
入
口
に
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
設
置
す
る
な
ど
、

可
能
な
範
囲
で
の
対
応
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

　

県
で
は
、
２
月
１
日
（
土
）
か
ら
各

保
健
所
を
「
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ

ン
タ
ー
」
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
疑
い
患
者
を
診
察
す
る

医
療
機
関
（
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
）

の
受
診
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

御
船
保
健
所
で
は
、
午
前
９
時
か
ら

午
後
７
時
ま
で
相
談
窓
口
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
開
設
時
間
外
も
転
送
電
話
に

よ
り
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
症

状
が
あ
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・ 

風
邪
の
症
状
や
37
・
５
℃
以
上
の
発

熱
が
４
日
以
上
続
い
て
い
る

・ 

強
い
だ
る
さ
（
倦
怠
感
）
や
息
苦
し

さ
（
呼
吸
困
難
）
が
あ
る

※ 

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
な
ど
の
あ
る
人

は
、
前
記
の
状
態
が
２
日
程
度
続
く

場
合

● 

中
国
・
湖
北
省
ま
た
は
浙
江
省
か
ら

帰
国
・
入
国
さ
れ
る
人
お
よ
び
こ
れ

ら
の
方
と
接
触
さ
れ
た
人
へ

　

咳
や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合

は
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
滞
在
歴
な
ど
を

保
健
所
に
必
ず
ご
連
絡
の
上
、
医
療
機

関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
御
船
保
健
所

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

新型コロナウイルス
関連肺炎について

マスクの着用や手洗いを心掛けましょう



町からのお知らせ　【３月】
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国
民
年
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 104)

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 106)

■ 

国
民
年
金
保
険
料
の
産
前
産
後
期

間
の
免
除
制
度
に
つ
い
て

　

次
世
代
育
成
支
援
の
観
点
か
ら
、
国

民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が
出
産
を
行

っ
た
際
に
、
出
産
前
後
の
一
定
期
間
の

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度

が
平
成
31
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

▼ 

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

期
間

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す

る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間
（
以
下

「
産
前
産
後
期
間
」
と
い
い
ま
す
。）

の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

産
前
産
後
期
間
と
認
め
ら
れ
た
場
合

は
、
年
金
額
を
計
算
す
る
際
に
保
険
料

を
納
め
た
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
出
産
予

定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３

カ
月
前
か
ら
６
カ
月
間
の
国
民
年
金
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※ 

出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
カ
月
）

以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
（
死
産
、

流
産
、早
産
さ
れ
た
方
を
含
み
ま
す
）

※ 

平
成
31
年
２
年
１
日
以
降
の
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除
対
象
と
な
り
ま
す

▼
対
象
と
な
る
方

　
「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」
で
、

出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の

方▼
申
請
方
法

　

申
請
書
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
町

住
民
生
活
課
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
人
は
必
要
事
項
を

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら
提
出

可
能
で
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

・
出
産
前
に
申
請
す
る
場
合

　

母
子
健
康
手
帳
な
ど
出
産
予
定
日
お

よ
び
胎
児
数
が
確
認
で
き
る
も
の

・
出
産
後
に
申
請
す
る
場
合

　

町
で
出
産
日
な
ど
が
確
認
で
き
る
場

合
は
不
要
で
す

・
死
産
な
ど
に
よ
り
申
請
す
る
場
合

　

死
胎
埋
火
葬
許
可
証
や
医
師
な
ど
が

作
成
し
た
死
産
証
明
書
な
ど
分
娩
日
お

よ
び
胎
児
数
が
確
認
で
き
る
も
の

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
２
５
０
３

産前産後期間は国民
年金保険料が免除に

詳しくは町住民生活課にお尋ねください

■ 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
資
格
に

異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
届
け
出
を

　

世
帯
主
は
、
自
分
の
世
帯
の
被
保
険

者
に
国
民
健
康
保
険
の
資
格
異
動
（
転

入
、
転
出
、
社
会
保
険
加
入
、
ま
た
は

脱
退
な
ど
）
が
あ
っ
た
場
合
、
14
日
以

内
に
必
ず
町
へ
届
け
出
を
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

保
険
給
付
が
制
限
さ
れ
る
場
合
な
ど
が

あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

職
場
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
以
外
は
、
国
民
健
康
保
険
に
入
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
３
〜
４
月
は
、
就
職

や
退
職
な
ど
で
異
動
が
多
い
時
期
で
す
。

忘
れ
ず
に
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
国
民
健
康
保
険
税
は
、
届
け
出
を
し

　

た
日
の
月
か
ら
で
は
な
く
、
国
民
健

　

康
保
険
に
加
入
し
た
日
（
転
入
日
や

　

社
会
保
険
の
資
格
喪
失
日
な
ど
）
の

　

月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
必
要
が

　

あ
り
ま
す

■ 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
都
道
府
県
化

に
伴
い
、
平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
が
７
月

31
日
に
変
わ
り
ま
し
た
。
現
在
、
国
保

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
被
保

険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日

（
金
）
で
す
（
短
期
証
を
除
き
ま
す
）。

　

令
和
２
年
度
の
新
し
い
被
保
険
者
証

は
、
有
効
期
限
が
切
れ
る
前
に
世
帯
主

あ
て
に
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

■ 

あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
治
療
券

の
発
行
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
世

帯
を
対
象
に
、
町
と
協
定
を
締
結
し

た
施
術
業
者
で
は
り
治
療
な
ど
を
受

け
る
と
、
１
回
の
治
療
に
対
し
て
１
，

０
０
０
円
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
治
療

券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度（
平
成
31
年
度
）の「
あ

ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
治
療
券
」
の
使

用
期
限
は
、
３
月
31
日
（
火
）
で
す
。

令
和
２
年
度
の
治
療
券
は
４
月
１
日

（
水
）
か
ら
発
行
し
ま
す
の
で
、
治
療

券
が
必
要
な
人
は
、
町
住
民
生
活
課
窓

口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

国民健康保険の資格異動
は届け出が必要です

詳しくは町住民生活課にお尋ねください



Library
町生涯学習センター図書室からの３月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

どんな紙でも見分けられる男・

渡部が営む紙鑑定事務所に「神

探偵」と勘違いした女性が浮気

調査の依頼にやって来る。一枚

のプラモデルの写真を手掛かり

に調査を始めたら、伝説のプラ

モデル造形家・土生井と出会い、

意外な真相にたどり着く…。紙

や模型の薀蓄（うんちく）が面

白く、一気に引き込まれてしま

う１冊です。

宝島社

小説

第18回「このミステリーがすごい！」大賞受賞作
歌田 年 著 /『紙鑑定士の事件ファイル』

子どもも大人も楽しめる絵本
ヨシタケシンスケ 作 /『なんだろうなんだろう』

今あるものを生かしてゆったり暮らす
主婦の友社 編 /『ものとうまくつきあう暮らしと習慣』

あるものを生かして、ゆったり

暮らす。何を捨てるかより、ど

う生かすか。だからものが多く

ても、少なくても OK。自分の

「適正量」を知って、もっとラ

クに、もっと心地よく、穏やか

な暮らしを始めましょう。もの

とうまく付き合い、ゆったり暮

らす12の家族の習慣や工夫を、

3つの「心がけ」とともに紹介。

おすすめの１冊です。

主婦の友社

教養娯楽

生きて、真実を語り継げ…。本

能寺の変までのダイジェストと、

その後400年にわたり明智一族

に待っていた数奇な運命を描く。

そこには驚くべき光秀の計画と、

時代に翻弄されながらもたくま

しく生きてきた子孫たちが浮か

び上がる。明智残党狩りの手を

逃れた光秀の子・於寉丸の子孫

である著者が明かす、歴史捜査

ミステリーです。

河出書房新社

一般書

光秀の末裔が明かす歴史捜査ミステリー
明智 憲三郎 著 /『明智の末裔たち』

なんだろう、なんだろう、学

校ってなんだろう。楽しいって

どんな気持ち？友だちって？し

あわせって？ふとした瞬間にう

かぶ12の「なんだろう」を徹

底追及。抽象的で漠然とした

テーマを、しなやかに、具体的

に、ユーモアたっぷりに描きま

す。自分で考えるためのきっか

けになってくれる、子どもも大

人も楽しめる絵本です。

光村図書出版

児童書

こ ～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
  『ぼけますから、よろしくおねがいします。』（信友直子著）

内村 喜久子さん
〔吉田区〕

今月の案内人

両親の気丈な言葉に背中を押されても、離れ
て暮らすことに良心の呵責を抱く映像作家の
娘。時に涙で撮り続けた超高齢夫婦の介護の
日常は、ほっこりする愛と絆で溢れていた。

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

Library Information

図書室からのお知らせ

■０歳児からのおはなし

　会について

　図書室では、毎月第２木

曜日に、「０歳児からのお

はなし会」をおこなってい

ます。絵本の読み聞かせの

ほか、手袋人形、わらべう

たなど、楽しい内容です。

子育て中の保護者の皆さん、

また、おじいちゃん、おば

あちゃんも、子どもたちと

お気軽にご参加ください。

■日時　３月12日（木）

　　　　午前10時30分～

■会場　図書室おはなしのへや
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■ 令和元年度甲佐町就学前人権
教育部会第２回研修会を開催

　１月25日（土）、町生涯学習セン

ター研修室にて「令和元年度甲佐町

就学前人権教育部会第２回研修会」

が開催されました。町内保育園や町

内小学校の職員、町職員など45名

が参加しました。

　南小国町教育委員会学校教育・人

権教育指導員の倉岡巧さんが、「ひ

とり一人が輝く甲佐町に」という演

題で講演。倉岡さんは、「人権とは、

自分とともに他人の大切さを認める

ことです。差別を目にしたとき、正

しい判断を行うためには、偏った見

方をせずに真実を知ることが大切で

す」と、自身の体験談を交えながら

話しました。参加者は、倉岡さんの

講演に興味深く耳を傾けました。

　講演を終えた参加者からは、「自

分の何気ない言葉や行動が、人を傷

つけていないか考えさせられた」

「差別や人権について普段あまり考

えることがないので大変良い機会に

なった」「未来ある子どもたちが正

しい人権感覚を身に付けることがで

きるように、私も日々努力ていきた

い」といった感想が聞かれました。

　今回の研修会は、就学前の子ども

たちに関わる保育園などの職員に

とって、人権について学ぶ良い機会

となりました。

Public Hall
町公民館からのお知らせと話題

Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　

２
月
15
日
（
土
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
第
23
回
町
公

民
館
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
町
教
育
委
員
会

が
地
域
の
公
民
館
活
動
の
活
性

化
に
つ
な
げ
よ
う
と
毎
年
開
催
。

　

公
民
館
自
主
講
座
参
加
者
に

よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン

ス
の
披
露
や
南
三
箇
区
の
こ
う

さ
ん
も
ん
元
気
活
動
推
進
事
業

「
竹
細
工
作
成
を
通
し
た
地
域

住
民
の
交
流
促
進
活
動
」
の
活

動
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
熊
本
大
学
教
育
学
部

教
授
の
山
城
千
秋
さ
ん
が
「
自

治
と
文
化
を
築
く
公
民
館
の
創

造
」
と
題
し
て
講
演
。
熊
本
地

震
時
の
県
内
各
地
の
公
民
館
活

動
に
つ
い
て
紹
介
し
、
人
口
減

少
社
会
に
お
け
る
社
会
教
育
や

公
民
館
活
動
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
月
18
日
（
火
）
町
農
業
研

修
セ
ン
タ
ー
「
ろ
く
じ
館
」
で
、

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
「
ポ
プ

リ
作
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ポ
プ
リ
と
は
、
乾
燥
さ
せ
た

花
や
葉
な
ど
の
香
料
を
混
ぜ
合

わ
せ
て
ガ
ラ
ス
瓶
な
ど
に
入
れ

た
室
内
香
の
ひ
と
つ
で
、
イ
ン

テ
リ
ア
と
し
て
も
使
わ
れ
ま
す
。 　

参
加
者
し
た
７
名
は
、
講
師

の
森
田
光
樹
子
さ
ん
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
ピ
ン
ク
色
の
バ

ラ
や
紫
色
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
な
ど

好
き
な
香
り
の
花
を
選
び
、
モ

ス
ボ
ー
ル
に
ホ
ッ
ト
ボ
ン
ド
を

使
っ
て
貼
り
付
け
て
い
き
ま
す
。

思
い
思
い
の
模
様
を
描
く
な
ど

個
性
を
生
か
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

講
座
後
、
参
加
者
は
「
地
区

で
集
ま
っ
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に

作
っ
て
み
た
い
で
す
」
と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

第
23
回
町
公
民
館
大
会

町
公
民
館

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

町
公
民
館
出
前
講
座

▲公民館活動の課題について講

演する山城さん

▲思い思いのポプリを作成する

参加者ら

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

▲

町公民館からのご案内

町民大学「閉講式」を中止します

　町教育委員会では、令和元年度

町民大学の閉講式を次のとおり予

定していましたが、新型コロナウ

イルス感染症の拡大防止のため、

中止します。皆様のご理解とご協

力をお願いします。

●開催日時

　３月25日（水）

●会場

　町生涯学習センター・ホール

●講師

　岸 信子 さん

●講演

　「７男３女の子育て日記」

▼

 

講
演
を
行
う
南
小
国
教
育
委

員
会
の
倉
岡
さ
ん
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❖ 
感
染
症
に
負
け
な
い
た
め
に
正

し
く
予
防
対
策

　

空
気
が
乾
燥
す
る
こ
の
時
期
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
が
活
発

に
な
り
ま
す
。
今
年
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
は
じ
め
新
型
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
な
ど
の
新
た
な
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感

染
症
に
注
意
が
必
要
で
す
。
感
染
症
の

ま
ん
延
を
防
ぐ
に
は
、
１
人
１
人
の
予

防
や
対
策
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

感
染
症
予
防
に
つ
い
て
正
し
く
知

り
、
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

❖ 

感
染
症
を
予
防
す
る
た
め
の

基
本
と
は

●
手
洗
い
を
す
る

　

外
出
後
や
食
事
前
に
は
十
分
な
手
洗

い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
手
や
指
な
ど
に

付
着
し
た
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す
る
た
め

に
、
し
っ
か
り
手
を
洗
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
手
を
洗
う
習
慣
を

身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〈
正
し
い
手
の
洗
い
方
〉

① 

水
で
手
を
濡
ら
し
、
石
鹸
を
つ
け
て

よ
く
泡
立
て
ま
す
。

② 

手
の
ひ
ら
と
甲
を
洗
い
ま
す
。

③ 

指
の
間
も
洗
い
ま
す
。

④ 

親
指
の
ま
わ
り
や
手
の
側
面
も
忘
れ

ず
に
洗
い
ま
す
。

⑤ 
爪
と
指
先
を
洗
い
ま
す
。

⑥ 
手
首
ま
で
（
半
袖
の
時
は
肘
ま
で
）

洗
い
ま
す
。
5
回
繰
り
返
し
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
流
水
で
し
っ
か
り
洗
い
流
す

こ
と
も
手
に
つ
い
た
菌
を
落
と
す
た
め

に
大
切
で
す
。
丁
寧
に
石
鹸
を
洗
い
流

し
ま
し
ょ
う
。

●
う
が
い
を
す
る

　

屋
外
か
ら
屋
内
に
入
っ
た
ら
手
洗
い

と
共
に
う
が
い
を
す
る
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
う
が
い
は
口
や
の
ど
を
洗
浄

す
る
だ
け
で
な
く
、
の
ど
の
粘
膜
を
潤

し
て
、
ウ
イ
ル
ス
へ
の
防
御
機
能
を
高

め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

〈
正
し
い
う
が
い
の
方
法
〉

① 

口
に
水
を
含
み
ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
を

し
、
一
度
水
を
吐
き
出
し
ま
す
。

② 

も
う
一
度
口
に
水
を
含
み
、
顔
を
上

に
向
け
て
、
の
ど
の
奥
ま
で
し
っ
か

り
届
く
よ
う
に
ガ
ラ
ガ
ラ
う
が
い
を

し
ま
す
。

●
身
体
の
免
疫
力
を
上
げ
る
生
活

　

規
則
正
し
い
生
活
を
心
掛
け
、
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
と
十
分
な
睡
眠
や
休

養
を
取
る
な
ど
し
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

適
度
な
緊
張
と
快
適
な
く
つ
ろ
ぎ
で
生

活
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
く
る
こ
と
で
自
立

神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
抵
抗
力
を
保

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

感
染
症
が
流
行
す
る
時
期
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
情
報
が
流
れ
ま
す
が
、
正
し

い
情
報
を
入
手
し
冷
静
に
行
動
す
る
こ

と
も
、
予
防
対
策
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

発
熱
な
ど
の
風
邪
症
状
が
あ
る
場
合
は

無
理
せ
ず
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
前

に
、
受
診
方
法
を
相
談
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、

県
内
の
保
健
所
が
相
談
窓
口
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

例
年
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
ま
だ
ま

だ
流
行
が
見
ら
れ
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
な

ど
に
負
け
な
い
正
し
い
予
防
法
を
身
に

つ
け
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

❖ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

相
談
窓
口
に
つ
い
て

　

次
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
御
船
保

健
所
の
「
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン

タ
ー
」
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

風
邪
の
症
状
や
37
・
5
℃
以
上
の
発

熱
が
4
日
以
上
続
い
て
い
る

● 

強
い
け
だ
る
さ
（
倦
怠
感
）
や
息
苦

し
さ
（
呼
吸
困
難
）
が
あ
る

※ 

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
は
、

右
記
の
状
態
が
2
日
以
上
続
く
場
合

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
保
健
所

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

　

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ

あ
ゆ
み
だ
よ
り

予防 の話

このコーナーでは、町総合保健福

祉センター職員である保健師、管

理栄養士、社会福祉士などが、健

康や福祉、介護などに関する情報

をリレー形式でご紹介します。

今月の「あゆみだより」は

新型コロナウイルスによる感染症

には注意が必要です。この時期に

流行するインフルエンザなどから

身を守るためにも、手洗いやうが

いなどの予防対策や規則正しい生

活とバランスの良い食事、十分な

睡眠を心掛けましょう。

木村 真澄 保健師

手
洗
い
・
う
が
い
を
こ
ま
め
に
行
っ
て

感
染
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
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Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care
３月の子育て支援カレンダー

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

３・４月の保健活動

　　３月19日（木）　午前９時

　　４月16日（木）　午前９時

　　３月19日（木）　午前10時

　　４月16日（木）　午前10時

　　４月10日（金）　午前９時30分

　　３月10日（火）　午後１時

　　４月17日（金）　午前９時20分

　　３月10日（火）　午後１時20分

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

２日（月） 親子で読書

４日（水） お散歩へ出かけよう

６日（金） 手形・足形遊び

９日（月） ままごと遊び

11日（水） シャボン玉遊び

13日（金） お誕生会（要予約）

16日（月） 積み木遊び

18日（水） おやつ作り（マフィン）

23日（月） 製作（ちょうちょ）

25日（水） 砂場遊び

27日（金） お絵かき

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

甲佐保育園 TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園 TEL096-234-0519

13日（金） お誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所 TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

　

加藤 優
ゆ め

芽 ちゃん（11カ月）
 父・桂一 さん　母・亜弥 さん

　（有安区）

　じぃじ、ばぁば

　　いつも遊んでくれてありがとう

　

山下 哲
てっぺい

平 くん（11カ月）
　父・祥平 さん　母・稚子 さん

　（和田内区）

　　元気に大きく育ってね !!

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711

Public Relations KOSA
March 202011



　皆様はダイエットをしようと思わ

れた時、どのような方法を実施され

ていますでしょうか。ランニングな

どの運動や食事制限は、つらくて長

続きしないという人も多いのではな

いでしょう

か。

　今回は、

簡単な動作

をするだけ

で身体の引

き締めがで

きるダンベ

ルの良さを

皆様にお伝えいたします。

　ダンベルのメリットは、①１㌔㌘

くらいの軽量のダンベルでも、使い

方次第でさまざまなトレーニングが

でき、身体の引き締めが可能です。

②自重トレーニングにダンベルを加

えることで、より多くの部位を鍛え

ることができ、ダンベルの重さを変

えることで負荷強度の調節も簡単に

できます。

　フィットネスセンターには、１～

４㌔㌘のダンベルが設置されており、

スタッフが効果的な使い方をお教え

しますので、ぜひお越しください。

Enterprise
甲佐町進出企業協議会だより

丸尾 賢亮さん
〔健康運動実践指導者〕

今月の講師

　甲佐町フィットネスセンター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8712

Fitness
甲佐町フィットネスセンター

ダ ン ベ ル を 使 っ て
美 し く シ ェ イ プ ア ッ プ

▲ダンベルを効果的に使ってトレーニン

グを行いましょう。

ダンベルを使った運動

甲佐町進出企業協議会事務局

　（町地域振興課内）

TEL096-234-1154（内線232）

本町への進出企業のご紹介

  

■ 

高
い
運
送
技
術
で
九
州
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
支
え
る

　

昭
和
34
年
５
月
に
設
立
さ
れ

た
東
南
運
輸
㈱
で
は
、
九
州
圏

内
へ
の
鉄
骨
・
電
柱
の
運
送
を

主
な
事
業
と
し
て
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

顧
客
や
社
員
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
す
る
「
一
期
一
会
」

を
理
念
と
し
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業

に
見
ら
れ
が
ち
だ
と
い
う
運
輸

業
界
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
経

営
を
目
指
す
同
社
。
従
業
員
の

健
康
管
理
に
努
め
る
決
意
表
明

「
ヘ
ル
ス
タ
ー
健
康
宣
言
」
を

出
さ
れ
、
徹
底
し
た
勤
怠
管
理

に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鉄
骨
等
の
安
全
な
運

送
に
は
高
い
技
術
力
が
必
要
と

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
社
員
へ
の

安
全
教
育
に
も
力
を
入
れ
つ
つ
、

九
州
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
支
え

て
い
か
れ
ま
す
。

近藤 広幸
常務取締役

人 を 大 切 に し た 事 業 展 開 で 社 会 に 貢 献

営業部

宮崎 芳行さん

社員同士の思いやり
が あ る 職 場 で す

今年の１月に入社し、運行管理

の事務をしています。入社した

ての私にも気さくに声をかけて

もらえる働きやすい会社です。

これから国家資格である運行管

理者の取得を目指しながら、自

動車学校の教官をしていた前職

の経験を活かし、ドライバーの

安全教育にも携わっていきます。

「一期一会を大切
にし、人と人との
出逢いが奇跡を生
む」を合言葉に地
域社会に貢献し、
県内 No.1の 運送
会社になることを
目指します。

事業所概要
■所在地　甲佐町大字田口528番地
■従業員　138人
■電話番号　096-234-5610

東南運輸株式会社 甲佐営業所
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　２月９日（日）町総合保健福祉セ

ンターで、こうさてんプロジェクト

振り返り交流会を開催しました。

　30人を超える参加者が集まった

今回の交流会では、足掛け３年のプ

ロジェクトを改めて振り返りました。

　熊本地震で被災した旧西村民俗資

料館の利活用について、平成29年

度に住民ワークショップを通して、

地域交流拠点として整備する基本計

画を決定してから、ワークショップ

を組み込んだ改修工事までを振り返

りました。完成間近の現場見学では、

自身の作業箇所を確認する参加者の

姿も見られました。

　この交流事業を通して、町内外の

子どもから大人まで幅広い層の参加

者がふれあう機会となったことを喜

ぶ声も多く聞かれました。今後、甲

佐町を身近に感じてもらうきっかけ

になる施設となるよう、今年の夏の

運用開始に向けて準備を進めていき

ます。

Town Development
甲佐町まちづくり協議会

Old-house Renovation
古民家再生

　町地域振興課

　TEL096-234-1154（内線233）

古民家こうさてんプロジェクト
振 り 返 り 交 流 会 を 開 催

　甲佐町まちづくり協議会

　TEL090-2850-9824
　まちづくり協議会ウェブサイト

　URL https://magazine-bo.com/

■
甲
佐
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

甲
佐
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
大
滝
祐
輔
代
表
理
事
）
は
、

（
一
社
）
パ
レ
ッ
ト
（
大
滝
祐

輔
代
表
理
事
）、（
株
）
Ｎ
Ｏ
Ｔ

Ｅ
（
藤
原
岳
史
代
表
）、（
医
）

谷
田
会
谷
田
病
院
（
谷
田
理
一

郎
理
事
長
）、（
株
）
肥
後
銀
行

（
笠
原
慶
久
頭
取
）、
甲
佐
町
商

工
会
（
中
村
幸
男
会
長
）、
町

の
６
者
か
ら
構
成
さ
れ
、「
農

泊
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
本
町
の
資
源
を
活
か
す
農
泊

　
「
農
泊
」
と
は
、
農
山
漁
村

地
域
な
ら
で
は
の
伝
統
的
な
生

活
体
験
と
地
域
の
人
々
と
の
交

流
を
楽
し
み
つ
つ
、
古
民
家
な

ど
で
の
宿
泊
に
よ
っ
て
、
旅
行

者
に
そ
の
土
地
の
魅
力
を
味

わ
っ
て
も
ら
う
農
山
漁
村
滞
在

型
旅
行
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
同
協
議
会
で
は
、
宿

泊
施
設
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
１
つ
が
、（
一

社
）
パ
レ
ッ
ト
と
（
株
）
Ｎ
Ｏ

Ｔ
Ｅ
が
中
心
と

な
っ
て
行
っ
て
い

る
古
民
家
「
旧
松

永
た
ば
こ
店
」
の

改
修
で
す
。
お
よ

そ
築
１
３
０
年
の

こ
の
古
民
家
は
、

今
夏
、
宿
泊
施
設

と
し
て
新
し
く
生

ま
れ
変
わ
る
予
定

で
す
。

　

市
街
地
を
流
れ

る
大
井
手
川
の
風

景
を
楽
し
め
る
甲

佐
な
ら
で
は
の
宿

泊
施
設
の
完
成
を

お
楽
し
み
に
。

▲市街地に大井手川が流れる甲佐ならではの風景を楽しめる宿泊

施設へ改修中の旧松永たばこ店

農
泊
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

古
民
家
を
活
用
し
た
宿
泊
施
設
を
整
備

▲ワークショップを通した価値観の変化に

ついて発表する参加者

甲佐を楽しめる宿泊施設に

まちづくり協議会

米原 賢一さん

旧西村邸や井戸江峡キャ

ンプ場に続く、甲佐なら

ではの自然や風景を楽し

める宿泊施設として、旧

松永たばこ店の古民家改

修を進めています。甲佐

を楽しむための拠点の１

つとして、古民家での暮

らしを味わえるような宿

を目指しています。

▲落ち着いた茶褐色の塗装が施された大きな

梁が見える天井
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

ｉ
３

月

22

日
（
日
）
は

県
知
事
選
挙
投
票
日

　

３
月
22
日
（
日
）
は
、
県
知
事

選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　

選
挙
は
、
有
権
者
が
政
治
参
加

す
る
最
大
の
機
会
で
あ
る
と
と
も

に
、
国
民
の
権
利
で
す
。
忘
れ
ず

に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　

投
票
で
き
る
期
間
は
、
期
日
前

投
票
を
合
わ
せ
る
と
17
日
間
あ
り

ま
す
。
投
票
日
当
日
に
投
票
で
き

な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
告
示
日

　

３
月
５
日
（
木
）

▼
投
票
日
・
投
票
時
間

　

３
月
22
日
（
日
）

　

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

▼
投
票
で
き
る
人 

　

平
成
14
年
３
月
23
日
以
前
に
生

ま
れ
、
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
町

内
に
居
住
し
て
い
る
人

▼
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な

ど
で
投
票
で
き
な
い
場
合
は
、
投

票
日
前
に
期
日
前
投
票
所
で
投
票

が
で
き
ま
す
。

▼
期
日
前
投
票
の
投
票
日

　

３
月
６
日
（
金
）
〜
21
日
（
土
）

▼
期
日
前
投
票
の
投
票
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

▼
期
日
前
投
票
の
投
票
場
所

　

町
役
場
２
階
総
務
課
前
談
話

コ
ー
ナ
ー

●
不
在
者
投
票

　

町
内
に
長
期
不
在
の
た
め
、
期

日
前
投
票
が
で
き
な
い
人
は
、
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
郵
送
に

よ
る
手
続
き
な
ど
日
数
を
要
し
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
町
選
挙
管
理

委
員
会
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
不
在
者
投
票
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定
を

受
け
て
い
る
、
病
院
・
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
に
入
院
・
入
所
中
の
人
が
、

入
院
・
入
所
先
で
不
在
者
投
票
が

で
き
る
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、

施
設
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　
　
（
内
線
２
２
２
）

児
童
手
当
の
申
請
は
忘
れ
ず
に

　

児
童
手
当
は
、
中
学
校
卒
業

（
15
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初
の
3

月
31
日
）
ま
で
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

児
童
手
当
は
原
則
と
し
て
、
申

請
し
た
月
の
翌
月
か
ら
の
支
給
と

な
り
ま
す
。
出
生
日
や
転
入
し
た

日
（
異
動
日
）
が
月
末
に
近
い
場

合
、
申
請
日
が
翌
月
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
異
動
日
の
次
の
日
か
ら

数
え
て
15
日
以
内
で
あ
れ
ば
申
請

を
し
た
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
が
遅
れ
る
と
、
原
則
と
し

て
遅
れ
た
月
分
の
手
当
を
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
支
給
月
額

・
０
〜
３
歳
未
満

　

１
５
，０
０
０
円

・ 

３
歳
以
上
〜
小
学
校
終
了
前
の

第
１
子
お
よ
び
第
２
子

　

１
０
，０
０
０
円

・ 

３
歳
以
上
〜
小
学
校
終
了
前
の

第
３
子
以
降

　

１
５
，０
０
０
円

・
中
学
生

　

１
０
，０
０
０
円

※ 

第
１
子
の
数
え
方
は
、
18
歳
に

な
っ
た
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
子
を
基
に
算
定
し
ま
す
。

▼
支
給
時
期

　

原
則
と
し
て
、
毎
年
６
月
、
10

月
、
２
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分

ま
で
の
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
か
ん

・ 

受
給
者
お
よ
び
対
象
児
童
の
健

康
保
険
証

・
受
給
者
名
義
の
預
金
通
帳

・ 

受
給
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知

カ
ー
ド

▼
申
請
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

日 曜 当 番 医
doctor

町税などの滞納処分（１月分）
tax

町からのお知らせについ

ては、詳しくは町公式サ

イトをご覧ください。

URL https://www.town.kosa/
　　kumamoto.jp/

Public Relations KOSA
March 2020 14



　
　
（
内
線
１
４
３
）

災
害
復
興
住
宅
融
資
の

受
付
期
限
延
長
に
つ
い
て

　

住
宅
金
融
支
援
機
構
が
行
っ
て

い
る
平
成
28
年
熊
本
地
震
で
被
災

し
た
住
宅
を
復
旧
す
る
た
め
の

「
災
害
復
興
住
宅
融
資
」
に
つ
い

て
、
借
入
申
し
込
み
の
受
付
期
限

を
令
和
２
年
３
月
31
日
か
ら
１
年

間
延
長
す
る
方
向
が
準
備
を
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
正
式
に
決
定
し
た
場
合

に
は
、
住
宅
金
融
支
援
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.jhf.

go.jp/index.htm
l

）
な
ど
を
通

じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
宅
金
融
支
援
機
構
お
客
さ
ま

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
災
害
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
）

　

TEL
０
１
２
０
‐
０
８
６
‐
３
５
３

　
　
（
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

４
月
か
ら
施
設
内
で
は
原
則

屋
内
禁
煙
と
な
り
ま
す

　

４
月
か
ら
、
改
正
健
康
増
進
法

の
全
面
施
行
に
伴
い
、
２
人
以
上

が
利
用
す
る
施
設
は
原
則
屋
内
禁

煙
と
な
り
、
喫
煙
室
以
外
で
は
喫

煙
で
き
な
く
な
り
ま
す
。（
既
存

の
小
規
模
な
飲
食
店
で
は
、
喫
煙

可
能
な
店
舗
も
あ
り
ま
す
。
す
で

に
病
院
や
行
政
庁
舎
な
ど
は
原
則

敷
地
内
禁
煙
と
な
っ
て
い
ま
す
）

　

喫
煙
室
に
は
20
歳
未
満
の
方
は

立
ち
入
り
禁
止
と
な
り
、
喫
煙
室

以
外
で
の
喫
煙
は
で
き
ま
せ
ん
。

望
ま
な
い
受
動
喫
煙
の
防
止
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
保
健
所

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

狂
犬
病
予
防
注
射
の

料
金
が
変
わ
り
ま
す

　

町
で
は
、
上
益
城
郡
獣
医
師
会

に
依
頼
し
て
狂
犬
病
の
集
団
予
防

接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
消
費

税
増
税
に
伴
い
、
予
防
接
種
の
料

金
を
４
月
１
日
（
水
）
か
ら
次
の

と
お
り
変
更
し
ま
す
。

・
変
更
前　

２
，５
７
０
円

・
変
更
後　

２
，８
０
０
円

　

な
お
、
新
規
登
録
料
３
，

０
０
０
円
、
注
射
済
票
代
５
０
０

円
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
狂
犬
病
集
団

予
防
接
種
を
５
月
と
11
月
に
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
日
程
に
つ
い
て

は
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
環
境
衛
生
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

Monthly Information

事件・ 事 故 件 数

１月31日現在

traffic safety

火 災 発 生 件 数

２月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

竜野の小原に「おたっちょさん」

と呼ばれる場所がある。「おたっ

ちょ」とは、お館様のなまったも

のといわれている。竜野は阿蘇大

宮司の拠点である矢部の「浜の館」

との交流の重要な地点であった。

阿蘇惟前公とは、永正10（1513）年、

阿蘇惟豊（これとよ）との争いに

勝利し、阿蘇神社大宮司となり大

永３（1523）年に堅志田城（美里町）

を落とし、20年間甲佐・砥用・中

山を支配下に治めた人物である。

別の伝承によると、この場所は、

阿蘇惟前公と敵対する阿蘇惟種公

の墓だともいわれている。当時の

武士は、阿蘇大宮司の統率のもと

にあり、あちこちの谷を支配して

いる小領主たちであった。知行原

（ちいきばる）や城平（じょうびら）

などの地名は、当時の武士団の様

子を表すものであろう。

また、寛政８（1796）年、小原

村の彦左衛門、孫右衛門、弥右衛

門、孫左衛門、善右衛門の五人衆

が供養塔を作ってここに寄進（き

しん）した。文禄２（1593）年

に死去された阿蘇家の八男、八郎

殿の墓地とも伝えられる宝篋印塔

(ほうきょういんとう )と呼ばれる

墓標は崩れ落ち、梵字の刻まれた

一部が残っているだけである。

「おたっちょさん」は「お立寄り」

からきているとの説もあるが、当

地と阿蘇氏のかかわりが想像でき

る貴重な文化財である。

甲佐町の文化財探訪　～第 7８回～

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「おたっちょさん」（伝 阿蘇惟前（あそこれさき）公墓） 赤星 眞照 町文化財保護委員（有安区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（１月分）

※単位・㌔ 

▶
崩
れ
落
ち
た
「
お
た
っ
ち
ょ

　
さ
ん
」
の
宝
篋
印
塔
の
一
部

Public Relations KOSA
March 202015



Monthly Information

ｉ
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
は

３
月
１
日（
日
）〜
７
日（
土
）

　

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
、

３
月
１
日
（
日
）
〜
７
日
（
土
）

の
期
間
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
予
防
運
動
は
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の

普
及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発

生
を
防
止
し
、
高
齢
者
を
中
心
と

す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る

と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
や
職
場
、
地
域
ぐ
る
み
で

火
の
用
心
を
心
が
け
、
火
災
が
起

き
な
い
よ
う
注
意
を
払
い
ま
し
ょ

う
。

▼
防
火
標
語

　
『
ひ
と
つ
ず
つ　

い
い
ね
！
で

確
認　

火
の
用
心
』

▼
住
宅
防
火
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

●
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

・ 
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

・ 

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
火
の
そ
ば

を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

消
す

●
４
つ
の
対
策

・ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・ 

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

燃
え
に
く
い
防
炎
品
を
使
用
す

る
。

・ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

・ 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
作
る
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
９
６
３

上
益
城
広
域
連
合
の

組
織
体
制
が
変
わ
り
ま
す

　

上
益
城
広
域
連
合
で
は
、
４
月
か

ら
新
た
に
「
施
設
整
備
係
」
を
旧
熊

本
地
方
法
務
局
２
階
（
御
船
町
御
船

８
４
７
‐
３
）
に
設
置
し
、
郡
内
５

町
で
の
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
整

備
に
関
す
る
事
務
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、「
総
務
・
企
画
係
」
と
「
福

祉
係
」
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
嘉
島
町

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
（
嘉
島
町
上
島

５
５
１
）
に
て
事
務
を
行
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
益
城
広
域
連
合
施
設
整
備
係

　

TEL
０
９
６
‐
２
０
０
‐
７
１
９
９

ｒ令

和

２

年

度

各
種
自
衛
官
を
募
集

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
で

は
、
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
、
医

科
・
歯
科
幹
部
自
衛
官
、
一
般
曹

候
補
生
、
自
衛
官
候
補
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
項
目
お
よ
び
資
格

●
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

・
大
卒
程
度

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
（
20

歳
以
上
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒

（
見
込
含
）、
修
士
課
程
修
了
者
等

（
見
込
含
）
は
28
歳
未
満
の
者
）

・
院
卒
者

　

20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者
（
修

士
課
程
修
了
者
等
（
見
込
含
））

・
歯
科
・
薬
剤
科

　

専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）
20
歳

以
上
30
歳
未
満
の
者
（
薬
剤
科
は

20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者
）

●
医
科
・
歯
科
幹
部
自
衛
官

医
師
・
歯
科
医
師
の
免
許
取
得
者

●
一
般
曹
候
補
生

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者 

●
自
衛
官
候
補
生

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

▼
受
付
期
間

●
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

　

５
月
１
日
（
金
）
ま
で

令和元年度 甲佐町人権教育講演会を中止します
Event

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツ＆カルチャークラブ」

  ●スポンジテニス＆

　　　　　　　バドミントン

　　

●少年柔道スクール

●卓球

●ノルディックウォーキングスクール

　

●トランポリンスクール

　

●サッカースクール

●女子サッカースクール

●ジュニアバスケットスクール

■お問い合わせ先

TEL

　甲佐町人権教育推進協議会および甲佐町男女共同参画社会推進懇話会では、女
性差別問題に関する講演会を次のとおり予定していましたが、新型コロナウイル
ス感染症の拡大防止のため中止します。

　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447

▶演　題　「女性が安心安全に暮らせる社会のために ～女性の人権について考えよう～」
▶講　師　公益社団法人くまもと被害者支援センター　波口恵美子さん
▶日　時　３月７日（土）午前 10時開会
▶会　場　町生涯学習センター・ホール

少年柔道スクール

和田拓也さん（浅井区）

皆さんの参加をお待ちしています
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Monthly Information

●
医
科
・
歯
科
幹
部
自
衛
官

・
４
月
17
日
（
金
）
ま
で

・
10
月
1
日
（
木
）〜
30
日
（
金
）

●
一
般
曹
候
補
生

　

５
月
15
日
（
金
）
ま
で

●
自
衛
官
候
補
生

　

年
間
を
通
じ
随
時

▼
試
験
日

●
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

・
大
卒
程
度
・
院
卒
者

　

１
次
試
験
：
５
月
９
日
（
土
）・

10
日
（
日
）

　

２
次
試
験
：
６
月
９
日
（
火
）

〜
12
日
（
金
）

●
医
科
・
歯
科
幹
部
自
衛
官

・
５
月
８
日
（
金
）

●
一
般
曹
候
補
生

　

１
次
試
験
：
５
月
23
日
（
土
）

　

２
次
試
験
：
６
月
24
日
（
水
）

〜
29
日
（
月
）

●
自
衛
官
候
補
生

　

受
付
時
に
通
知
し
ま
す
。

※ 

試
験
地
や
募
集
要
項
な
ど
の
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部 

宇
城
募
集
案
内
所

　

TEL
０
９
６
４
‐
２
３
‐
２
０
４
７

菊
池
恵
楓
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

養
成
講
座
受
講
生
募
集

　

菊
池
恵
楓
園
は
ハ
ン
セ
ン
病
の

隔
離
の
歴
史
と
隔
離
や
差
別
と
た

た
か
っ
て
生
き
た
人
た
ち
の
歴
史

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
大
切
な
場

所
で
す
。

　

菊
池
恵
楓
園
入
所
者
自
治
会
で

は
、
施
設
見
学
者
を
案
内
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
育
成
の
た
め

の
基
礎
講
座
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
や
恵

楓
園
の
歴
史
な
ど
を
学
ぶ
基
礎
的

な
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
い
っ

し
ょ
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
開
講
日

　

４
月
４
日
（
土
）・
11
日
（
土
）

※ 

両
日
の
講
座
を
す
べ
て
修
了
す

る
と
「
菊
池
恵
楓
園
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」
に
認
定

▼
場
所

　

菊
池
恵
楓
園
内 

恵
楓
会
館
（
合

志
市
栄
３
７
９
６
）

▼
受
講
料

　

無
料

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

国
立
療
養
所
菊
池
恵
楓
園
入
所

者
自
治
会

　

TEL
０
９
６
‐
２
４
８
‐
５
３
４
２

ｃ
「
電
話
で『
お
金
』
詐
欺
」
へ

名
称
を
変
更
し
ま
し
た

　

最
近
は
、
現
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
直
接
受
け
取
り
に
行
く

「
手
交
型
」
や
電
子
マ
ネ
ー
を
利

用
し
た
詐
欺
の
手
段
が
大
半
を
占

め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
被
害
者
の
７
割
以
上

が
電
話
を
介
し
て
だ
ま
さ
れ
、
犯

人
と
の
会
話
で
「
お
金
」
の
文
言

が
あ
る
な
ど
「
電
話
」・「
お
金
」

が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
県
に

お
い
て
は
、「
振
り
込
め
詐
欺

等
」
か
ら
「
電
話
で
『
お
金
』
詐

欺
」
に
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

● 

落
ち
着
い
て
電
話
の
内
容
を
も

う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

　

電
話
で
「
お
金
」
の
話
が
出
た

ら
詐
欺
だ
と
疑
い
、
家
族
や
警
察

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・ 「
ど
う
し
て
も
す
ぐ
お
金
が
必

要
だ
か
ら
準
備
し
て
」

・ 「
友
人
（
上
司
）
が
お
金
を
受

け
取
り
に
行
く
」

・「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
し
て
」

・「
暗
証
番
号
を
教
え
て
」

・ 「
コ
ン
ビ
ニ
で
電
子
マ
ネ
ー

カ
ー
ド
を
買
っ
て
」

・ 「
年
金
や
税
金
の
過
払
い
分
が

戻
っ
て
く
る
」

・ 「
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
金
の
手
続
き

を
す
る
」

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～３月～
 Event

　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447

▼

 

パ
ネ
ル
展「
記
念
物
１
０
０
年
と

甲
佐
町
」は
３
月
６
日（
金
）ま
で

▶期　　間　３月９日（月）～ 29日（日）

▶展示作品　水彩画クラブ「こうさ水彩」会員が
　　　　　　描いた作品

ご支援ありがとうございます

ふるさと甲佐
応援寄附金

　■お問い合わせ先

TEL

▶令和元年度寄附金額合計
　　　　　10,163,000円
　　　　　　（１月31日現在）

 「ボシドラ焼き」
こうさんもん No.4

▶
TEL

「ニラでスープ」
こうさんもん No.5

▶
TEL

▶

URL

「井戸江峡万十」
こうさんもん No.7

▶
TEL
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梅花

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

　

﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

病
室
で
使
う
こ
と
な
き
愛
用
の
カ
メ
ラ
持
ち
込
み

枕
辺
に
置
く 

池
田
キ
ヨ
子

蕗
の
と
う
庭
で
見
付
け
た
喜
び
は
何
に
も
勝
り
春

を
感
じ
る 

緒
方　

明
美

父
を
恋
う
末
の
娘
は
亡
き
夫
の
誕
生
日
ま
で
電
話

し
て
く
る 

塚
原　

暁
益

若
き
日
に
亡は

は母
に
ね
だ
っ
た
赤
い
服
今
の
流
行
と

思
っ
て
着
を
り 

内
田
乃
武
子

暖
冬
に
背
な
を
押
さ
れ
て
薄
紅
の
彩
に
咲
き
満
つ

庭
の
山
茶
花 

吉
永
由
紀
子

久
し
ぶ
り
娘
か
ら
の
電
話
あ
り
明
る
い
声
で
日
常

語
る 

赤
星　

文
子

道
端
に
若
菜
は
春
を
知
ら
せ
お
り
我
が
家
の
庭
に

も
若
菜
植
え
た
し 

上
村
や
す
美

枕
濡
れ
ふ
と
目
が
覚
め
て
見
た
夢
は
か
ぼ
そ
き
妻

の
微
笑
む
姿 

白
梅　

武
人

元
気
な
る
男
が
ひ
と
り
ず
つ
逝
き
て
米
寿
の
会
の

お
ん
な
華
や
ぐ 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　
「
も
て
な
す
」

も
て
な
し
は
誠
意
が
一
番
ご
馳
走
か 

林　
　

雅
之

も
て
な
さ
れ
後
が
怖
い
と
気
を
ま
わ
す 

日
隈　

俊
郎

民
宿
の
も
て
な
し
に
酔
う
か
っ
ぽ
酒 

川
村　

文
子

　
「
梅
」

梅
匂
う
窓
を
病
室
閉
め
た
ま
ま 

清
川
み
ど
り

梅
一
輪
咲
い
て
庭
に
も
春
が
来
る 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

グ
ラ
グ
ラ　

下
に
は
ち
ゃ
ん
と
永
久
歯 

広
田
み
ど
り

グ
ラ
グ
ラ　

パ
チ
ン
コ
に
負
け
妻
に
負
け 

下
山　

千
恵

グ
ラ
グ
ラ　

自
転
車
乗
り
の
難
し
さ 

志
垣　
　

光

グ
ラ
グ
ラ　

課
長
に
辞
表
出
ァ
て
来
た 

佐
藤　
　

葵

グ
ラ
グ
ラ　

美
人
見
た
け
ん
落
ち
着
か
ん 

平
井
や
よ
い

グ
ラ
グ
ラ　

脳
梗
塞
じ
ゃ
あ
る
み
ゃ
あ
か 

長
原　

産
賀

グ
ラ
グ
ラ　

湯
が
き
過
ぎ
っ
と
美
味
く
な
い 

佐
野　
　

京

グ
ラ
グ
ラ　

シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
使
わ
ん
ね 

光
永　
　

六

グ
ラ
グ
ラ　

た
っ
ぷ
り
煮
込
む
お
で
ん
鍋 

井
元
あ
ざ
み

グ
ラ
グ
ラ　

屋
台
骨
迄
揺
る
が
せ
た 

日
高　

美
里

グ
ラ
グ
ラ　

ま
さ
か
地
震
じ
ゃ
な
か
ろ
う
ね 

上
田　

梅
清

グ
ラ
グ
ラ　

大
工
て
呼
べ
る
棚
で
無
ァ 

日
隈　

元
良

グ
ラ
グ
ラ　

こ
の
丸
木
橋
渡
れ
て
や 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

弥
生 

〜
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ひとの動き（敬称略）

 住　所 氏　名       性別   保護者

上早川　秋好　咲
さ く ら

良　女　奈　於

世　持　山下　にこ　女　康　輔

津志田　増田　壮
そ ら

良　男　　進

麻生原　西口　仁
に い な

菜　女　　翔

下横田　溜渕　開
か い り

理　男　臣　治

上早川　井元　清
きよたか

貴　男　俊　介

津志田　石本　　朱
あかり

　女　優　介

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,050 ▲３

女 5,521 ▲13

計 10,571 ▲16

世帯数 4,296 ▲２

令和２年１月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名    年齢   世帯主

麻生原　 岡　ナミ　94　ナ　ミ

下横田　河嶋ツユ子　88　ツユ子

下横田　緒方　亜紀　45　雄二郎

船　津　仲原　正實　86　博　之

津志田　高崎　健吾　88　清　史

津志田　森口　　淳　100　　健

上早川　田端ユキエ　90　ユキエ

早　川　丸山　昭一　75　多惠子

西寒野　福田サツキ　96　稲　子

上早川　野仲　敬二　90　敬　二

早　川　溜渕　祐介　83　セイ子

上早川　本田富士子　87　　光

東寒野　堀田ノブエ　95　ノブエ

中　山　尾村　京子　83　雅　則

仁田子　緒方　　博　71　美千代

西寒野　芳村美智子　81　　守

横　田　豊永　敏之　92　康　法

仁田子　前田スエコ　91　博　範

中横田　山口　照雄　68　道　代

吉　田　泉　　直則　85　満　範

１月11日（土）～２月10日（月）

ご結婚おめでとう
marriage

［

作り方

①茹でタケノコは、サッと熱湯

で湯通しをして食べやすい大

きさに切り揃えます。

②鍋にだし汁と茹でタケノコ、

調味料を入れ、ひと煮立ちさ

せます。

③煮立ったらふたをして、中火

にし、20分程煮ます。

④火を止め、30分以上そのま

まの状態で休ませておき、味

を染み込ませましょう。

⑤その後、また中火で15分程

煮たら完成です。最後に削り

カツオを振りかけたら出来上

がりです。

旬のタケノコの土佐煮

ご存知ですか？

材　料（２～３人分）

茹でタケノコ　………… 150㌘
だし汁　　　　……… １カップ
しょう油　　　……… 大さじ２
赤酒　　　　　……… 大さじ２
砂糖　　　　　……… 小さじ１
削りカツオ　　…………… 10㌘

　　　タケノコは栄養豊富な食

品だということをご存知ですか。

　まずは何といっても食物繊維

です。不溶性食物繊維であるセ

ルロースは腸内で水分を吸収し

て膨らみ、有害物質を排出して

くれます。便秘解消や大腸ガン

の予防にも役立ってくれている

のです。

　また、タケノコに含まれるチ

ロシンは、疲労回復やストレス

の緩和、脳の活性化などの効能

があり、アスパラギン酸は、疲

労回復などの効能があります。

　これからが旬のタケノコを食

べて、春の味覚を味わってくだ

さいね。

　

緑
川
の
河
川
敷
な
ど
で
風
に
揺
れ

る
黄
色
い
菜
の
花
が
目
に
つ
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
春
の
到
来
を
感
じ

る
一
方
で
、
体
調
の
管
理
に
は
ま
だ

ま
だ
注
意
が
必
要
で
す
。

　

県
内
で
例
年
よ
り
３
日
遅
い
春
一

番
が
観
測
さ
れ
た
２
月
22
日
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の

発
生
が
御
船
保
健
所
管
内
で
確
認
さ

れ
た
と
い
う
報
道
が
町
内
を
駆
け

回
っ
た
１
日
だ
っ
た
の
で
は
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
か
。

　

感
染
拡
大
の
防
止
を
目
的
に
、
イ

ベ
ン
ト
の
中
止
も
相
次
い
で
お
り
、

今
年
は
少
し
さ
び
し
い
春
の
訪
れ
と

な
り
そ
う
で
す
。

　

今
月
号
で
紹
介
し
て
い
る
子
ど
も

議
会
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手

の
講
演
会
で
は
、
マ
ス
ク
で
自
衛
す

る
児
童
生
徒
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

皆
さ
ん
も
最
新
の
情
報
に
注
意
し
な

が
ら
、
こ
ま
め
な
手
洗
い
・
う
が
い

で
今
年
の
春
の
嵐
を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
と
）

編

集

後

記

 住　所 氏　名 

　　夫　田　口　田上　　輝

　　妻　御船町　山田　優花

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）
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、、
　

熊
本
地
震
や
豪
雨
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
本
町
で
は
、
迅
速
な

復
旧
復
興
に
向
け
て
、
被
災
後
全

国
の
自
治
体
な
ど
か
ら
多
数
の
復

旧
復
興
支
援
の
派
遣
職
員
を
受
け

入
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
数
日

か
ら
数
週
間
程
度
の
短
期
支
援
に

約
８
０
０
人
、
数
カ
月
以
上
の
中

長
期
支
援
で
は
延
べ
55
人
に
支
援

い
た
だ
い
て
お
り
、
２
月
末
現
在

で
５
人
が
町
建
設
課
職
員
と
と
も

に
復
興
業
務
に
尽
力
し
て
い
る
。

　

薩
摩
川
内
市
役
所
職
員
の
奥
薗

達
也
さ
ん
は
、
熊
本
の
震
災
復
興

の
た
め
に
何
か
で
き
る
こ
と
を
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
派
遣
を
希

望
。
一
昨
年
の
４
月
か
ら
道
路
や

河
川
の
災
害
復
旧
、
宅
地
の
耐
震

化
推
進
事
業
な
ど
の
業
務
に
携

わ
っ
て
き
た
。

　
「
被
災
者
に
寄
り
添
い
、
希
望

を
丁
寧
に
聞
き
取
る
こ
と
を
心
掛

け
な
が
ら
業
務
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
」
と
語
る
奥
薗
さ
ん
は
、

２
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
本
町

で
の
業
務
を
振
り
返
っ
て
「
他
自

治
体
か
ら
の
派
遣
職
員
の
方
と
も

意
見
交
換
し
な
が
ら
業
務
を
行
う

中
で
、
異
な
る
考
え
方
を
学
べ
た

の
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

の
２
年
間
に
で
き
た
つ
な
が
り
を

今
後
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　
「
町
職
員
の
皆
さ
ん
と
ラ
ン
チ

に
出
か
け
た
り
、
職
場
対
抗
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
参
加
し
た
り
、

ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を

観
戦
し
た
の
も
良
い
思
い
出
で
す

よ
」
と
話
す
の
は
、
総
合
運
動
公

園
整
備
な
ど
に
従
事
す
る
西
健
一

さ
ん
（
鹿
児
島
市
）。「
や
な
場
で

ア
ユ
料
理
を
味
わ
え
て
い
な
い
の

が
少
し
心
残
り
。
機
会
が
あ
れ
ば

ぜ
ひ
訪
れ
た
い
で
す
」
と
明
か
す
。

　

本
町
の
復
興
を
実
感
す
る
場
所

と
し
て
、
総
合
運
動
公
園
サ
ッ

カ
ー
場
を
挙
げ
た
川
畑
雅
彦
さ
ん

（
鹿
児
島
市
）
は
「
更
地
だ
っ
た

場
所
が
、
緑
の
天
然
芝
サ
ッ
カ
ー

場
に
な
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

鹿
児
島
市
で
も
自
然
災
害
へ
の
備

え
は
必
要
で
、
今
回
学
ん
だ
こ
と

を
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に
持
ち

帰
っ
て
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
活
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
」
と
鹿
児
島
で
の
活
躍

を
心
に
誓
う
。
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こうさ広 報

本
町
の
復
興
を
支
え
た
経
験
を
活
か
し

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

震災支援派遣職員の皆さん / 熊本地震の発生に伴い、平成28年度から多数

の派遣職員が本町の復興を支援。今年度は鹿児島県の各自治体から５人が、

町建設課において３月末の任期まで震災からの復旧復興業務に従事している。

〔鹿児島県出水市〕

Kosa
Style
こうさ スタイル

奥薗 達也さん
Okuzono Tatsuya

〔鹿児島県薩摩川内市〕

〔鹿児島県鹿児島市〕

川畑 雅彦さん
Kawabata Masahiko

〔鹿児島県鹿児島市〕〔鹿児島県鹿児島市〕

野付 祐司さん
Notsuki Yuji

西 健一さん
Nishi Kenichi

本田 聖さん
Honda Satoshi


